
基本構想と計画を答申

　
　
爺
湖
町
の
指
針
と
な
る
「
町
づ

　
　
く
り
総
合
計
画
」を
論
議
し
て
き

ま
し
た
町
づ
く
り
審
議
会（
伊
藤
博
会

長
）が
、
総
合
計
画
の
基
本
構
想
と
基

本
計
画
の
原
案
を
ま
と
め
、
２
月
１

日
長
崎
町
長
に
答
申
し
ま
し
た
。

　
こ
の
基
本
構
想
は
、
平
成
19
年
か

ら
10
年
間
の
計
画
で
、
基
本
理
念
を

 「
交
流
・
連
携
」に
よ
る
活
力
づ
く
り

 「
安
全
・
健
康
・
環
境
」を
重
視
し
た

暮
ら
し
づ
く
り
 「
協
働
・
自
立
」の
ま

ち
づ
く
り
と
し
ま
し
た
。
　

　
そ
し
て
、
こ
の
理
念
を
基
に
「
湖

海(

う
み)
と
火
山
と
緑
の
大
地
が
結

び
合
い
元
気
を
つ
く
る
交
流
の
ま
ち
」

を
洞
爺
湖
町
の
将
来
都
市
像
と
し
た
、

ま
ち
づ
く
り
に
取
組
ん
で
い
く
こ
と

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　
基
本
計
画
は
、
 
新
た
な
定
住
と

交
流
を
生
む
都
市
基
盤
づ
く
り
 
自

然
と
共
生
す
る
快
適
環
境
の
ま
ち
づ

く
り
 
交
流
と
活
力
に
満
ち
た
元
気

産
業
の
ま
ち
づ
く
り
 
や
さ
し
さ
あ

ふ
れ
る
健
康
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
 

人
が
輝
き
文
化
が
香
る
生
涯
学
習
の

ま
ち
づ
く
り
 
と
も
に
築
く

協
働
・
自
立
の
ま
ち
づ
く
り

と
し
た
６
つ
の
章
に
分
け
将

来
計
画
を
示
し
ま
し
た
。

　
答
申
で
は
、
伊
藤
会
長
が

「
住
民
と
行
政
が
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
を
と
り
、
効
果
的

で
効
率
的
に
施
策
を
実
行
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
申
し

入
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
構
想
は
、
３
月
６
日

か
ら
の
定
例
議
会
に
提
出
さ

れ
、
議
会
の
承
認
を
得
て
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
３
月
30
日
に
は
、
同
審
議
会

か
ら
、
町
民
憲
章
と
町
の「
花
」と「
木
」

答
申
が
だ
さ
れ
、
花
は
、「
す
み
れ
」

と「
つ
つ
じ
」。木
は「
さ
く
ら
」と「
な

な
か
ま
ど
」に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

町づくり審議会

＜前文＞

　わたしたちは、美しい洞爺湖、みの

り多き大地、さち豊かな内浦湾にいだ

かれた洞爺湖町の町民です。

＜本文＞

○豊かな自然と郷土を愛し

　美しいまちをつくります

○地域に根ざした産業を生み育て

　活力あるまちをつくります

○人々が輝き交流と文化が香る

　生涯学習のまちをつくります

○健やかな心と体を育て

　生きがいのあるまちをつくります

○人権を大切にし

　安全で平和なまちをつくります

◆全文の前段部分は、町の現状と特徴を表現

しています。後段部分は、憲章制度の意義並び

に町民の決意を表現しています。

◆本文は、自然や環境・生活・産業・教育・福祉

など様々な環境により一層の発展をめざす町

づくりをイメージしています。

－町民憲章、町の花と木も選定－－町民憲章、町の花と木も選定－

町
の
花

町
の
木

ななかまど さくら つつじ すみれ

答申を渡す伊藤会長答申を渡す伊藤会長

　洞爺湖町行政改革大綱案等に対
する意見の公募について、平成19年
３月７日（水）から平成19年３月26
日（月）までの間、町民の皆様から広
く意見を募集したところ、ご意見は
ありませんでした。
　今回の募集について、ご協力いた
だきありがとうございました。

行財政改革推進室

洞爺湖町行政改革大綱案等に
関する意見公募の結果


